



















































































































































































インチあたりの画素数で表わし、ppi (pixel per inch) 














































赤(R) 〇 255 〇 〇 255 〇 255 255
緑(G) 〇 〇 255 〇 255 255 〇 255
青(U) 〇 〇 〇 255 〇 255 255 255


































































































































































B rtm ap 4,501 100.0% 2,296 100.0%
G F 731 16.2% 32 1.4%
JPEG 273 6.1% 129 5.6%
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M 暑中あ見籍い申し上げ李4 ☆
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せば、何らかの作品を描くことができる点にある。こ 
の点で、マウスの操作やパソコンの取り扱いを学び始 
める時のソフトとしては優れているといえる。
なお、もう1つのファイル形式であるベクター画像 
についてはワードの図形描画を用いて解説し、ロゴの 
作成によってその習得を図った〇
4.7ペイントで描いた学生の作品
限られた時間の中での作品制作になったが、学生は 
夏からイメージする事柄や情景を描くためにペイント 
の技法を駆使して生き生きと取り組んでいた。児童教 
育#の学生の多く を描くことが好きで、中には
洗練された作品を短時間に描く学生もみられる。今回、 
描いてくれた暑中見舞いの作品にも個性豊かな優れた 
ものが見られた〇以下、その一部を掲載する。図18は 
夏の縁日をイメージした作品である。満天の星空をブ 
ノU—で描き、大小さまざまな星をちりばめている。星 
はコピーして縮小•拡大するのかとも思ったが、図形 
描画で簡単に描けるため、順番に描いていったようだ« 
ヨーヨー釣りの4つのヨーヨーの内、緑のヨーヨーが 
コピーされ、大きさを変えて用いられている。テキス 
トボックスで文字を入力し、白字でメッセージと日付 
を入れている。画像の中から色を選択し、描画に使う 
「色の選択」がわからなかったようで、ヨーヨーの周 
りだけが色がわずかに違っている。
図18縁0のヨーヨー釣9をイメージした作品
図19は「雲に乗った少女とヒマワリ」である。「吹 
き出し」の図形の吹き出し部分を短くして、雲に見立 
てて描いたものである。吹き出しにある文字入力機能 
を利用して挨拶文を表示している。ヒマワリと少女は 
フリーハンドで描かれているが、ヒマワリの葉の  
や少女の鑛、頰の紅潮などの細かい線は醐を拡大 
する手法で描かれている。
図19夏の日差しとtrワリをイメージした作品
図20は南海の孤島の夏の情景である。図形描画の楕 
円を用いて椰子の島とクジラをコミカルに描いている。 
椰子の幹^^、クジラの吹き上げた潮などはブラシの 
単純な線で描かれているが、色の選択も上手く、軽や 
かなタッチになっている作品である。
図20夏の南海の孤島の情景をイメージした作品
図21金魚をリアルに描いた作品
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図21は金魚を写実的に描いた作品である。色パレッ 
卜に表示されていない色を「色の編集」によって取り 
出し、ツーノレのブラシの機能にある「油彩ブラシ」と 
「水彩ブラシ」によって、このような手書きの絵に近 
い作品に仕上げている。フリーハンドで描いた絵は稚 
拙になりやすいが、丁寧に描くこと定感のある絵 
となっている。
図22は真夏の太陽が冬の雪雲を北に追いやってい 
る状況を表現しているのであろうか、棟方志功の絵を 
彷彿とさせる作品である。ペイントでも大胆な筆使い 
が可能である作例といえよう。
図22夏の太陽のイメージを描いた作品
作品制作としては短い時間ではあったが、学生は自 
らのイメージを膨らませて作画に取り組んでいた〇パ 
ソコンによる描画は、絵の具やクレパスなどとは違っ 
て、失敗すれば「元に戻る」ボタンでやり直すことが 
簡単にできる。そういった点でも気軽に、自分の思い 
通りの絵を描くことが可能である。繰り返して描いて 
いくうちに、もどかしかった学生のマウスの操作もス 
ムーズになっていた。
5.おわりIこ
保育の分野においてICT化を進めるためには、それ 
を担う保育者がコンピュータの取り扱いに習熟し、自 
由に使いこなせるようにならなくてはいけない。しか 
しながら、コンピュータAの授業を受ける学生を見て 
も、初めからコンピュータに関して苦手意識を持って 
いる者がみられる。コンピュータに習熟するためには、 
まず、コンピュータに角财し、身近なものとして捉え、 
恐怖心をなくしてほしい。コンピュータAの授業の中 
で、ペイントによる描画を行う理由の一つは、保育者 
にとってコンピュータ上での画像の取り扱いができる 
ことにあるが、もう一つは最も親しみやすい作業の一 
つであることがあげられる。
ペイントをはじめ、コンピュータによる画像｛乍成は 
一見難しく思えるため、受講生の中にも苦手意識を持 
っているものもいた〇しかしながら、幼児が何の説明 
も受けなくても、ためらうこともなく使い始め、個性 
的な作品を仕上げていくことを考えれば、初,L者でも 
楽しみながら行えるものであることがわかる。コンピ 
ュータAのぺイントの授業では実際に簡単な画像を取 
り扱うことによって、その本質的な部分を理解できる 
ような授業展開を考えた〇ただ、一度聞いたからとい 
ってすぐに使えるわけではない。あとは、日常的に使 
って慣れていくことである。使いながら、時にはこの 
授業で学んだより本質的な機能に触れ、その知識を無 
理せずに身に付けていってほしい。
本稿は静止画像データの2つのファイノ佛式のうち、 
ビットマップ画像についての授業展開を解説したもの 
であり、ペイントによる画像作成を通じてビットマッ 
プ画像の特性の理解と技能の習得を目指している。な 
お、もう一つのベクター画像の取り扱いについては稿 
を改めて記述する。
6.引用文献■参考文献
文部科学省(2018)幼稚園教育要繡説東京:フ 
レーベノ nt
ピアスーパーバイザーからのコメント
必ずしもコンピュータに慣れているとはいえない学 
生にとって、画像処理は特にハードルの高い作業であ 
るが、興味のある課題を設定することによってそれを 
乗り越えさせようとする試みは大変有効であろうと 
思われる。
本稿は学生がコンピュータで画像を扱いながら暑中 
見舞いを作成するという課題を設定することによっ 
てその体験の中から画像データのファイル形式など 
の理解を得ようという興味深い実践の報告である。さ 
まざまな学生作品とそれに取り組む学生の具体的な 
作業内容から楽しみながら学ぶ姿が見て取れる。
たとえ苦手な分野でも興味を持って主体的に取り組 
むことで苦手を克服することができることがよくわ
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かる。コンピュータ教育のみならず、あらゆる分野に 
おいて参考になる優れた実践報告である。(担当：小 
林伸雄)
—2〇-
